
吹奏楽団木曜組 事業紹介

事業名：第32回定期演奏会の開催に向けた活動

未来へつなぐ しが文化活動応援事業



はじめに

 吹奏楽団木曜組プロフィール

吹奏楽団木曜組は1987年秋から大津シンフォニック
バンドの若い世代と吹奏楽を愛好する高校生を中心に
活動を開始し、以来１年間余り試行錯誤を繰り返しな
がら組織を作り進めてきました。

1989年2月、高校生を主体とした新しい吹奏楽団
『木曜組』として発足、定款その他の規約を定めまし
た。当初から木曜日の夜に練習を行ったため、この団
名がつきました。

現在は旧大津公会堂を活動拠点としており、秋の
「夕照の庭コンサート」や冬の「定期演奏会」、そ
して「公会堂まちかど音楽会」などの活動を柱に、高
校の枠を外して高校生が自主的に参加でき、より本格
的な音楽体験、ステージ活動を行うことをめざしてい
ます。「吹奏楽の名曲を後世に伝えていく」「マーチ
(行進曲)にこだわる」「レパートリーをもち名曲を再
演する」などの音楽的なポリシーは、創団時より変わ
らず引き継がれています。

本団は、高校生団員が各種委員会によって執り行う
日々の運営を、大津シンフォニックバンド関係者(幹
事)がサポート・責任をもつ形で運営しています。



第32回定期演奏会開催に向けた取り組み

新型コロナウイルス感染症防止についてあらかじめマニュアルを
作成し、練習再開にあたりガイダンスを行い団員に周知徹底した。

吹奏楽団木曜組 新型コロナウイルス感染防止マニュアル

〇 団員・スタッフの定例及び臨時練習時の感染予防対策
・練習場入室前に非接触型検温機を用いて検温を行う。
・演奏に支障のある場合を除き、マスクを着用し、咳エチケットも実践する。
・練習場において、練習の前後、休憩中などにこまめに手洗い又はアルコール
消毒を行う。

・来場者同士の間隔確保（１m以上）に努める。
・管楽器の演奏者は、演奏時に生じる結露水の処理を各自が持参した布や給水
シートで行い、演奏終了後、自身の手でごみ袋に入れて持ち帰る。

・水分補給のための飲料水は持参する。また、団員及びスタッフ同士で飲食を
共有しない。

・椅子や譜面台、楽器のセッティングや準備及び片付けの際は、できるだけ個
人または特定の人が担当し不特定多数が触れないようにする。

・会話はできるだけ控える。
・ハイタッチなど、他人と直接接触する行為は絶対に避ける。
・体調に異変を感じた場合は、直ちにスタッフへ申告する。
・貸出の打楽器を使用する場合、運搬の際は感染予防手袋を装着する。

〇スタッフは感染予防対策として⑴の他、下記の事項に留意する。
・密集状態が発生しないように余裕を持った集合・休憩・撤収時間を設定し、
時間差移動を呼び掛けるなどして、入口付近やトイレの混雑の緩和に努める。
・「健康チェックシート」を作成するとともに、結果報告をまとめ、管理する。
・施設の開館の際には、施設内のドアノブやスイッチ、手すり等多数の者が触
れやすい場所の消毒を行う。

・催し物等の前後及び休憩中に場内の換気を行う（19：00と20：00）。
場合によってはエアコン使用中も換気を行う。

〇感染が疑われる者が発生した場合の対応
・感染が疑われる者が発生した場合、速やかに別室へ隔離を行う。
・対応するスタッフは、マスクや手袋の着用を徹底する。
・速やかに、医療機関及び保健所へ連絡し、指示を受ける。



第32回定期演奏会開催に向けた取り組み

感染対策の一環として、練習参加を収容人数の半分
以下にして練習を再開

練習会場に入る前に手指の消毒と非接触体温計で検温

約１時間に１回、10分ほどの換気を実施 練習終了時に清掃や手に触れやすい金属部分の消毒を行った



第32回定期演奏会開催を目前にして

コロナ禍の中、練習もままならず、新入団員を迎える事にも苦慮し、吹奏楽団としての活動が難しくなり
ました。今回、演奏会を開催するにあたりご批判も耳にしましたが、感染対策に十二分に気をつけ、今私た
ちにできることを精一杯考えて、2021年2月28日(日)に第32回定期演奏会を迎えようとしております。
今回は私達が敬愛するアルフレッド・リード生誕100年を記念してリード作品に取り組みました。団員一

同精一杯演奏いたします。
演奏会を開催するにあたり、ご理解、ご支援、ご協力を賜りました多くの皆様に、心より感謝いたします。


